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(百万円未満切捨て)

１．平成24年３月期第２四半期の連結業績（平成23年４月１日～平成23年９月30日）

（１）連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年３月期第２四半期 7,334 △10.3 △134 ― △146 ― △204 ―

23年３月期第２四半期 8,181 4.0 △167 ― △208 ― △147 ―

(注) 包括利益 24年３月期第２四半期 △224百万円( ―％) 23年３月期第２四半期 △209百万円( ―％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年３月期第２四半期 △18.04 ―

23年３月期第２四半期 △13.02 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

24年３月期第２四半期 14,700 7,180 48.8

23年３月期 15,423 7,426 48.2

(参考) 自己資本 24年３月期第２四半期 7,180百万円 23年３月期 7,426百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年３月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00

24年３月期 ― 0.00

24年３月期(予想) ― 4.00 4.00

３．平成24年３月期の連結業績予想（平成23年４月１日～平成24年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,800 △0.8 320 ― 320 ― 100 ― 8.83



  

 

 
(注) 詳細は添付資料４ページ「２.サマリー情報(その他)に関する事項 (３)会計方針の変更・会計上の見積りの

変更・修正再表示」をご覧ください。 

 
  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりませ

ん。 

  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付

資料３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

４．その他

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

  新規  ―社 (社名)   ―   、除外  ―社 (社名)   ―

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年３月期２Ｑ 11,793,600株 23年３月期 11,793,600株

② 期末自己株式数 24年３月期２Ｑ 463,702株 23年３月期 467,002株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年３月期２Ｑ 11,328,798株 23年３月期２Ｑ 11,325,770株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項



  

  

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………２ 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 …………………………………………………２ 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 …………………………………………………３ 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 …………………………………………………３ 

２．サマリー情報(その他)に関する事項 …………………………………………………４ 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ……………………………４ 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ……………………………４ 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 …………………………４ 

３．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………５ 

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………５ 

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………７ 

四半期連結損益計算書 ………………………………………………………………７ 

四半期連結包括利益計算書 …………………………………………………………８ 

（３）継続企業の前提に関する注記 ………………………………………………………９ 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ………………………………９ 

  

○添付資料の目次

－1－

日本コンピューター・システム㈱　(9709)　平成24年３月期第２四半期決算短信



当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により企業の生産活動が停滞

し、厳しい状況のなか推移いたしました。サプライチェーンの復旧に伴い、生産や輸出が持ち直しつつ

あるものの、ギリシャ財政危機による欧州の金融システムに対する不安や円高、株安など先行きは依然

として不透明な状況となっています。 

情報サービス産業におきましては、震災復興の影響により不要不急のＩＴ関連投資の抑制傾向が強

く、国内ＩＴ市場はマイナス成長と予測されています。このような状況のなか、市場での競争はさらに

激しさを増しており、経営環境は厳しい状況にありました。 

このような環境の下、当社グループは、新規開発案件が減少するなか、クラウドサービスの拡充や、

スマートフォンやタブレット型端末など多機能携帯端末を活用したソリューションの提案に注力してま

いりました。また、顧客の情報システムの運用支援サービスにおけるサービス範囲を広げて付加価値を

高めるとともに、ＢＣＰの観点からもデーターセンターを活用したＩＴＯサービスの拡販にも注力いた

しました。しかしながら、企業のＩＴ関連投資が抑制されたことで受注が振るわず、システム開発およ

びシステム機器販売が大きく落ち込み、業績は低調に推移いたしました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、73億34百万円（前年同期比10.3％減）となりまし

た。 

また、営業損失および経常損失は、外注費削減や諸経費の縮減などコスト圧縮に取り組んだことによ

り前年同期実績に比べ減少したものの、売上高が大きく減少したことから、営業損失１億34百万円（前

年同期は営業損失１億67百万円）、経常損失１億46百万円（前年同期は経常損失２億８百万円）となり

ました。また、東京・名古屋の事務所移転に伴う特別損失を計上したことにより四半期純損失２億４百

万円（前年同期は四半期純損失１億47百万円）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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当第２四半期連結会計期間末における総資産は147億円となり、前連結会計年度末に比べ７億22百

万円減少いたしました。流動資産は99億98百万円となり、７億１百万円減少いたしました。主な要因

は、受取手形及び売掛金の減少（７億66百万円）等であります。固定資産は47億２百万円となり、前

連結会計年度末に比べ21百万円減少いたしました。 

  

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は75億20百万円となり、前連結会計年度末に比べ４

億76百万円減少いたしました。流動負債は33億44百万円となり、３億47百万円減少いたしました。主

な要因は、１年内返済予定の長期借入金の減少（１億21百万円）、未払金の減少（２億85百万円）等

であります。固定負債は41億76百万円となり、１億28百万円減少いたしました。主な要因は、長期借

入金の減少（84百万円）、長期未払金の減少（62百万円）等であります。 

  

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は71億80百万円となり、前連結会計年度末に比べ

２億46百万円減少いたしました。主な要因は、第２四半期連結累計期間における四半期純損失の計上

（２億４百万円）等であります。この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の48.2%から48.8%と

なりました。 

  

平成24年３月期の通期連結業績予想につきましては、平成23年５月13日に公表いたしました業績予想

を修正しております。詳細につきましては、平成23年10月19日付公表の「業績予想の修正に関するお知

らせ」をご参照下さい。 

  

(注) 業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（資産）

（負債）

（純資産）

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。  

  

従来、当社及び連結子会社において、有形固定資産(リース資産除く)の減価償却方法について、定

率法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、将来にわたり定額法に変更しておりま

す。この変更は、当社の主要拠点の移転に伴って新たに取得した資産が、当社の有形固定資産総額に

占める割合が大きくなったことを契機に、有形固定資産の処分・更新実績や使用状況、保有資産の構

成内容を検討した結果、投資効果や利益貢献が長期的かつ安定的に発現され、耐用年数にわたり取得

原価を均等に期間配分する定額法が、安定的に収益を計上するサービス事業の拡大を予定している当

社の状況に鑑みて、収益と減価償却費との合理的な対応を図り、より適正な期間損益計算を行うこと

に資すると判断したためであります。 

これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の減価償却費が5,124千円減少し、

営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞれ5,124千円減少しております。 

  

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

有形固定資産(リース資産除く)の減価償却の方法の変更
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,034,066 4,455,821

受取手形及び売掛金 4,616,828 3,850,447

商品及び製品 146,486 131,788

仕掛品 496,709 721,444

繰延税金資産 228,921 418,293

その他 191,153 430,260

貸倒引当金 △14,245 △9,325

流動資産合計 10,699,920 9,998,731

固定資産

有形固定資産 229,565 335,778

無形固定資産 384,375 522,214

投資その他の資産

投資有価証券 1,105,359 1,626,114

繰延税金資産 1,584,817 1,498,779

差入保証金 506,769 284,017

その他 979,540 502,305

貸倒引当金 △67,143 △67,122

投資その他の資産合計 4,109,344 3,844,095

固定資産合計 4,723,286 4,702,087

資産合計 15,423,206 14,700,818
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 460,934 441,652

短期借入金 375,000 460,000

1年内返済予定の長期借入金 1,051,516 930,316

未払金 1,218,952 933,835

未払法人税等 37,562 28,079

賞与引当金 267,750 264,969

受注損失引当金 2,136 3,709

その他 278,096 281,508

流動負債合計 3,691,948 3,344,070

固定負債

長期借入金 1,458,686 1,374,028

退職給付引当金 2,654,324 2,673,197

長期未払金 191,446 128,974

固定負債合計 4,304,456 4,176,199

負債合計 7,996,405 7,520,270

純資産の部

株主資本

資本金 3,775,100 3,775,100

資本剰余金 3,880,752 3,880,687

利益剰余金 83,841 △143,144

自己株式 △142,311 △141,306

株主資本合計 7,597,382 7,371,336

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △162,686 △183,843

為替換算調整勘定 △7,894 △6,944

その他の包括利益累計額合計 △170,581 △190,788

純資産合計 7,426,801 7,180,548

負債純資産合計 15,423,206 14,700,818
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第２四半期連結累計期間

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

売上高 8,181,614 7,334,821

売上原価 6,651,859 5,716,938

売上総利益 1,529,754 1,617,883

販売費及び一般管理費 1,697,634 1,752,302

営業損失（△） △167,879 △134,419

営業外収益

受取利息 5,951 2,415

受取配当金 9,334 9,139

仕入割引 5,272 －

保険配当金 5,679 6,000

持分法による投資利益 － 11,664

その他 4,318 3,555

営業外収益合計 30,556 32,776

営業外費用

支払利息 22,996 25,454

有価証券償還損 － 4,814

有価証券売却損 2,255 2,463

有価証券評価損 30,153 9,045

持分法による投資損失 5,680 －

その他 9,652 2,886

営業外費用合計 70,736 44,665

経常損失（△） △208,060 △146,308

特別利益

投資有価証券売却益 － 21,000

特別利益合計 － 21,000

特別損失

事務所移転費用 11,265 156,157

会員権評価損 － 5,050

特別損失合計 11,265 161,207

税金等調整前四半期純損失（△） △219,325 △286,516

法人税、住民税及び事業税 6,576 6,689

法人税等調整額 △78,491 △88,872

法人税等合計 △71,915 △82,183

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △147,410 △204,332

四半期純損失（△） △147,410 △204,332
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四半期連結包括利益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △147,410 △204,332

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △59,854 △21,156

為替換算調整勘定 △2,728 949

その他の包括利益合計 △62,582 △20,206

四半期包括利益 △209,992 △224,539

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △209,992 △224,539

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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